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臨床診断における従来の固形がんの治療効果判定では X 線Computed tomography (CT)
を 用 い て 治 療 前 後 の 腫 瘍 サ イ ズ を 計 測 し て い る 。 一 方 で 、 現 在 は




して Standardized uptake value (SUV) がある。SUV は様々な要因から半定量的な指標
として知られている。SUVに影響を及ぼす要因として、体格、uptake time、血糖値、Region 
of interest (ROI) の設定、呼吸性移動や尿による放射能の排泄が知られている。これらの
要因に関して、それぞれを補正する方法が検討されているが、尿による放射能の排泄に関















は、結晶シンチレータと PMT を組み合わせた検出部を複数使って 2 カウンター同時計数






体の頂点にそれぞれ結晶を配置した。PMT は 11432-100、結晶は 3.5 cm 角 CsI(Tl) をそ
れぞれ用いて、高感度を達成するために結晶間距離を 5.0 cm とした。検出器のサイズは
37 cm×10 cm×10 cm であった。本検出器で測定される便器内に存在する尿の放射能は、あ
らかじめ既知の放射能を測定し、その時の便器方向から飛来したガンマ線イベントの数と
実際に測定されたガンマ線イベント数を比較することで求めた。この検出器を用いて、検
出器-線源間の距離 134 cm に設置した 19.7 MBq の 18F -FDG を 5 秒間測定したところ、
標準偏差は±11% であった。ここで、尿中放射能が投与線量の 10% 程度であると仮定した
時、尿中放射能を考慮しない場合のSUV の計算で用いる体内に存在する放射能(投与量) に
尿中放射能の 10% が誤差として存在している。今回の尿中放射能の測定誤差 11 % が体内
に存在する放射能の計算に与える影響は 1% 程度である。従って、今回の尿中放射能の測
定精度であれば、尿中放射能を測定しない時と比較し、SUV の計算精度が改善する。尿中
放射能を直接測定した報告では最大で投与量の 20% が排泄されていたため、投与量 200 
MBq と仮定し、その 20% の 40 MBq まで測定できるシステムの構築を目指した。本研究
の測定システムにおける測定可能な放射能の範囲を様々な放射能を用いて測定したところ、
測定された放射能の直線性が 0～40MBq で保たれている結果が得られ、目標を達成した。











の開発を遂行した。PMT はH10721-110MOD、結晶は1.0 cm 角CsI(Tl) をそれぞれ用い
て、結晶間距離を3.0 cm とした。検出器のサイズは14 cm×5.5 cm×5.5 cmであった。結
晶サイズを小さくしたことで高線量下の環境においても測定が可能なため、線源までの距
離を近づけることができる。そこで、この検出器を用いて、検出器-線源間の距離30 cm に
設置した14.6 MBq の18F-FDG を30秒間測定したところ、標準偏差は±17% であった。測
定された放射能の直線性は0～150 MBq で保たれており、先に開発した検出器より広い測
定範囲であった。この検出器を用いて受診者と尿を模擬した線源を測定したところ、受診
者と尿を分離して測定できる結果が得られた。 
本研究で開発した検出器を用いてPET 受診者の尿中放射能の測定に成功し、コンプト 
ンカメラの臨床現場における新たな応用の可能性を示した。今後、実際の受診者のSUV 
に尿中放射能の数値を反映した診断の評価に関する研究に期待がかかる。 
